
発行者　栃木県児童館連絡協議会

　　　　     会長　海老原　朋子

発行日　令和３(2021)年3月２６日
県児連通信

　令和２年度も、残り少なくなってまいりました。新型コロナウイルス感染症との付き合いも振り返れば、１年以上となり、月

日の早さを改めて感じます。子どもたちの生活も困難な場面が多々あり、児童館の運営も様々な制約があることと思います。こ

のような状況でも子どもたちの生活がすこしでもよりよいものとなるよう、各館が試行錯誤しながら運営されている状況を、１０，

１２，１月に実施したブロック研修の情報交換の中でみんなで共有することができ、心強く感じました。

　今年度も当協議会各種事業へ協力いただきまして、誠にありがとうございました。次年度も、どうぞよろしくお願いします。

令和２(2020)年度　第4号

　例年、２月に開催していた「じどうかんフェア」。新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、今回は中止となり
ました。その、代替として、今年度は栃木県子ども総合科学館で実施している「工作のテイクアウト」と連携。
「工作のテイクアウト　じどうかん月間」と銘打って、３月２日（火）～２８日（日）まで実施中です。栃木県児童
館連絡協議会加盟児童館の中から 20 館が協力をし、それぞれの館おすすめの工作キットと県児連加盟館チラシを配
　　　　　　　　　　　　　布し児童館の PRを行っています。土日祝日は行列ができるほど。「どれにしようかな。」
　　　　　　　　　　　　　「あ、近所の児童館の工作だね。」などと、みんな楽しそうに選んでいきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、新聞にも取り上げていただき、事務局の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スタッフがラジオやテレビなどにも出演し、更な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る PRを行いました。

「工作のテイクアウト じどうかん月間」に協力しています

屋外や館内で配布しました 趣向を凝らした工作の数々
https://t-csm.jp/event/1748

メディア掲載

　毎年恒例の「おりがみ作品展」。今年度は「みんなでスポーツ」と「フリー」の２つのテーマで募集しました。その結果、
下記の７館・計８点の作品が集まりました。実施予定期間中に会場である科学館が緊急事態宣言発令のため、臨時休館となり、
開催が危ぶまれましたが、日程を変更して無事開催となりました。会場の都合上開催当初は、１F のメインホールで、３月
２日からは２回のエレベーターホール付近で展示。家族連れや、幼稚園・保育園などの団体の皆さんの目を楽しませてくれ
ました。会場では、「おりがみでこんなことができるんだね。」「どうやってつくるのかな？」「前に行った、○○児童館の作
品だね。」などの声が聞かれました。お時間がありましたら、ぜひお越しください。

おりがみ作品展を開催中です 開催期間：2021 年 2月 23日（祝）～４月 18日（日）

　　　　　　　　おりがみ作品展の全体の様子
　（左：メインホール　右：２階エレベーターホール付近） https://t-csm.jp/diary/2039

展示した作品は、科学館
Hp内の県児連のページ
からご覧いただけます。

★参加児童館（順不同）
さくら３Jホール（栃木市）、清流児童館（日光市）、かたおか児童館（矢板市）、やわらぎ児童館（益子町）、
壬生町児童館（壬生町）、児童館きのこのもり・児童館みんなのひろば（高根沢町）

・下野新聞
・真岡新聞
・CRT 栃木放送
・宇都宮ケーブルテレビ

今回配布した工作の見本は
科学館 Hp からご覧いただ
けます。
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第２回　役員会を開催しました

各種研修会を実施しました

児童厚生員等ブロック研修会

児童厚生員等実技研修会

・開催日時：2021 年１月８日（金）　９：３０～１２：００
・会　場：栃木県埋蔵文化財センター　・参加者数：８名　
・担　当：こどもの広場いしばし
・講　師：（公財）とちぎ未来づくり財団　埋蔵文化財センター　普及資料課　亀田　幸久　氏
・内　容：埋蔵文化財センターの事業内容や展示室などの見学と勾玉づくり体験を行いまし
　　　　 た。また、後半はグループに分かれて、各館での新型コロナウイルス感染症への
　　　　 対策と対応について情報交換を行いました。
　　　　　

・開催日時：2021 年１月 1５日（金）　１０：００～１２：００
・実施方法：オンライン開催（Zoom）　　・参加者数：１７名
・講　　師：自己実現プロデューサー　松本美和氏
・内　　容：Zoomの基本的な設定を学んだ後、ブレークアウトルームと呼ばれるグループ
　　　　　 に分かれてディスカッションができる機能を使用してのグループワークを実施。
　　　　　 Zoomの印象や、児童館活動へどのよう活用していけるのかなどを話し合いま
　　　　   した。
　　　　　

第２ブロック（宇都宮市・小山市・真岡市・下野市・益子町・壬生町・野木町）

「Zoomを使った児童館活動の展開へのアプローチ」

　研修日の直前の１月６日、宇都宮市に独自の新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言が発令されましたが、感染症
対策をしっかりと行い実施しました。そのため、運営を担当されたスタッフの方々は、当日まで緊張の連続だったと思
います。細かいご配慮のご準備や当日の運営などありがとうございました。

　新型コロナウイルス感染症の影響もあり、様々なオンラインセミナーなどで用いられることの多い「Zoom」。
参加者からは、「オンラインで人と繋がることが初めてだったが、とても楽しかった。」「自分にとってはハードルが
高いものであると思っていたが、活用してみたい。」「新しい機能を知ることができた。」などの感想がありました。

・開催日：２021年２月１８日（木）
・会　場：栃木県子ども総合科学館　会議室
・出席者：県児連役員５名　事務局２名
・内　容：
　・令和２年度の事業の進捗状況と決算見込みに
　　ついての報告。
　・次年度の事業計画と予算案についての協議
　・県児連表彰委員会
　　今年度は、下記のとおりとなりました。
　　団体表彰：佐野市こどもの国
　　個人表彰：佐野市西児童館　高橋　弘美氏
　　　　　　　佐野市南児童館　歌川由布子氏
　　※表彰式は次年度の総会時に行います。
　　　受賞の皆さまおめでとうございます。

矢板市の矢板児童館・矢板東児童館が統合され、２月１１日に矢板市子ども未来館がオープンしました。
矢板児童館は１月３１日にすでに閉館し、矢板東児童館は今後３月３１日閉館となります。閉館する２
児童館は退会となります。今までお世話になり、ありがとうございました。
また、来年度から矢板市子ども未来館が入会する予定です。どうぞよろしくお願いいたします。

お知らせ

★令和３（2021）年度　県児連総会は
　2020年４月20日（火）の予定です。

　　　　　　　　　        日頃より、県児連の活動に
                        ご理解・ご協力をいただき
                        ありがとうございます。
　　　　　　　　　        私事で恐縮ですが、この度
                        宇都宮大学の附属中学校へ異
                        動することとなりました。
　着任して３年、研修や会議、事業で児童館の活動を
知ることができ、教員とは違う視点で子どもたちを見る
機会に恵まれました。
　右も左も分からない私を温かく受け入れてくださった
皆さん、本当にありがとうございました。お陰でたくさ
んのことを学ばせていただきました。
　出来れば、直接ご挨拶させていただきたいところでは
ありますが、こちらの紙面にてご挨拶とお礼を申し上げ
ます。
　　　　　　栃木県児童館連絡協議会　事務局　金田譲

異動のあいさつ


